
０. 天文文化研究会の研究紹介

Exhibition Commemorating the 30 workshops of the Cultural Studies of Astronomy: — Astronomy in Everyday Life —, 2025.12.20-21

 星図・星座図の系譜（1） 
世界地図に添えられた天文図

How We Mapped the Universe 
　私たちは周りの世界を把握するために地図を作成します．そして，その延長として星図を作成します．どちら
に対しても，できるだけ多くの情報を正確に集め，アップデートを繰り返してきました．世界地図に添えられた
副図（周囲の余白に描かれた図）の情報をもとに，日本に伝えられた世界地図の系譜をたどることができます． 
　世界地図の製作者の中には，同時に星図を制作しているケースも多く見かけられます．例えば美しい世界地図
を残したプランシウス（Petrus Plancius, 1552-1622）は天文学者でした．ブラウ親子（Willem Blaeu, 1571-
1638 とJoan Blaeu, 1596-1673）が世界地図に添えた星座図は書写されて司馬江漢に影響を与えました．

詳しくはこちら．真貝寿明， 
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● 石塚崔高作『圓球萬國地海全圖』（1802年） 
　薩摩藩では積極的に学問が進められました．右は，江戸時代最
大のサイズの世界地図です．木版手彩で縦120cm x 横215cm．周
囲に描かれている副図は次のものです：九重天の図（右上），宇
宙構造（太陽系）図（右下），気象の説明（右），地球，月，太
陽の位置図（上列右），北極中心の世界地図（上列中央）と南極
中心の世界地図（下列中央），黄道十二宮二十四節（上列左），
黄道と赤道の関係図（左上），地平儀，象限儀，簡天儀（左）．
図版は神戸市立博物館がウェブ公開しているもの．

● 日本に伝えられた 
 　世界地図の系譜 
　世界地図に描かれた特徴
や，掲載された副図の情報か
ら，誰がどの地図を参考に新
たな地図を作成したかが推
測できます．
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桂川甫周＋大槻玄沢
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<A> 南半球に「墨瓦蝋泥加（メガラニカ）」大陸がある
<B> オーストラリア東部が不明，大陸と認識されていない
<C> カリフォルニアが島になっている
<D> 日本が完全ではない（単一の島/北海道がない）
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レパント戦闘図・世界図屏風 <ABD>

三
好
20

03

三好1997

馬道良

橋
本
2008

『天経惑問』1675游芸
天球十二宮象配賦二十八宿図説 1795

 和蘭考成万国地理全図照写 1792?

　天球圖 1796世界地図1619 <ABD星> 半球形

新地球全図1648 ＊

世界のあらゆる場所1594 <ABD天星>

John Speed（1552-1629/英）
新詳細世界地図1626 <ABCD 食天星宇P>

半球形

Alexis-Hubert Jaillot (1632-1712/仏)
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『Algemeene Geographie』1730
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● P. Plancius 『世界のあらゆる場所』（1594年） 
　1594年にPlanciusが描いた世界地図には，星座図が副図
として添えられています．大航海時代がはじまり，南極点付
近の星の情報がもたらされ，新たな星座が次々と考え出され
た時期です．世界地図づくりはオランダが先行していて，日
本にもその情報がもたらされていました．
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星図・星座図の系譜（2） 
星図・星座図の発展

How We Mapped the Universe  
　夜空の星を記録する試みは2000年前のプトレマイオスの頃から記録があります．現在，国際天文学連合 
(IAU)が定めた88星座が世界共通で使われていますが，そのうちの48星座がプトレマイオスが定めたものです．
天体望遠鏡が発明されたのは，ガリレオによる1609年のことですが，それ以前につくられた星図が宣教師に
よって中国に伝えられます．宣教師は，中国人の描く星座を西洋星図に載せた図を作成し，それが日本にもたら
されます．

● 欧州での星図・星座図の系譜 
　欧州で星座図を初めて作成したのは，ルネサンス期の画家・版画家として名高いデューラー（Albrecht Duerer，1471-1528）
でした．この星図の図柄が，その後の星座図の方向性を決定づけました．一番の特徴は，（神の視点で）すべての星座が天から地
球を見下ろすように，星座に登場する神々の顔が後ろ向きに描かれていることです．下の系譜図で《反転》としたものがこの系統
です．すべてが《正像星図》に置き換えられるのは18世紀になってからでした．
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エウドクソス(BC400頃-347頃)

カリッポス(BC370頃)

アリストテレス(BC384-322)

『自然学』『天体論』 『気象学』 

地球中心27同心球モデル 

地球中心34同心球モデル 

地球中心56同心球モデル 

ヒッパルコス(BC190頃-120頃)
地球の歳差運動の発見
離心円＋周転円説

アラトス(BC315頃-240頃)
『天の現象（フェイノメナ）』 
46星座

『エウドクソスとアラトスのフェイノメナ』 

ギリシャ

ローマ

ゲルマニクス・カエサル(BC15-AD19)
アウィエヌス(AD4c)

ラテン語訳され『アラテア』と称される

エラトステネス(BC3c)

フーゴー・グロティウス(1583-1646)

『アラテア集成』 
Hugo Grotius (蘭)

『星座図帳』(1600)

ジョゼフ・ハリス (1704-64)

『天球儀・地球儀・太陽系儀の利用法』(1731)
Joseph Harris (英)

天球儀

『南天星図』(1756)

ニコラ＝ルイ・ド・ラカーユ (1713-62)
Nicolas-Louis de Lacaille （仏）

【現代 17星座】

Petrus Plancius （蘭）【現代 4星座】

John Flamsteed（英）
『天球図譜』(1729)
2935星 1690年分点

ジョン・フラムスティード（1646-1719）

『天球図譜第2版』(1776)

『月面誌』(1647)
Johannes Hevelius（波）

クリストフ・グリーンベルガー(1561-1631) 
Christoph Grienberger（墺）
『Catalogue veters affixarum 
　Longitudes』(1612)

1228星 E. Halley
南天星表 (1679) 341星 1690年分点

『崇禎暦書』(1634)
『欽定儀象考成』(1752)竹迫2023

渋川春海

竹迫2023

Pieter D Keyser （蘭）

304星【現代 12 星座】南天の星座   

フレデリック・デ・ハウトマン(1571-1627)
Frederik de Houtman（蘭）

ペーテル・ケイセル(1540-96)

Willem J. Blaeu（蘭）  天球儀(1602)

ティコ・ブラーエ (1546-1601) 
Tycho Brahe（丁） 777星
『Astronomiae Instauratae 
　Progymnasmata』(1602)
ヨハネス・ケプラー(1571-1630) 
Johannes Kelper（独）1440星
『ルドルフ表』(1627)

恒星カタログ

ヨハン・バイエル (1572-1625)

『全天星図(Uranometria)』(1603)
Johann Bayer（独）

反転，黄道座標 1725星

竹迫2023

1812星
3083星

『霊台志』(1674)

1744年分点

『アルマゲスト』は，ビザンチン文明
イスラーム文明（アラビア語）
で継承され，12世紀にラテン語に翻訳

キケロ(BC106-43)

ゲオルク・プールバッハ（1423-61）
Georg Purbach（墺）
『惑星の新理論』『蝕表』

理論

レギオモンタヌス（1436-76）
Regiomontanus / 
Johannes Müller（独）
『プトレマイオスの天文学大全の抜粋』

プトレマイオス(83-168)

『天文学体系 (Almagest)』 
1022星【現代 48星座】

Claudius Ptolemæus
『地理学 (Geography)』 
『テトラビブロス (Tetrabiblos)』 

ニコラウス・コペルニクス（1473-1543）
Nicolaus Copernicus（独）
『天体の回転について』(1543)

Jodocus Hondius（蘭）
地球儀，天球儀 

『世界のすべて（世界地図）』 (1594)

Albrecht Dürer (独)
北天図　南天図 1515

アルブレヒト・デューラー(1471-1528)
反転
赤道座標

イグナス・パルディ (1636-73) 
Ignace G. Pardies（仏）
『天球図』(1674) 

正像
赤道座標

『天球図』(1670)
Fredric de Wit（蘭）

反転，黄道座標

反転，黄道座標

Julius Schiller（独）
ユリウス・シラー (1580-1627)

『キリスト教星図』(1627)
反転
春分・秋分

フランチェスコ・ブルナッチ (1640-1703)

『天球図』(1687)
Francesco Brunacci（伊） 反転

黄道座標

南半球天球図 1690

ヨハネス・ヘヴェリウス(1611-87)

『彗星誌』(1668)
『天体機械』(1673)『天文序説』(1690)『宇宙誌』(1690)
『完全な星のカタログ』(1687)

【現代 7星座】1564星 1660年分点

反転
赤道座標

Andreas Cellarius (独蘭)
アンドレアス・セラリウス (1596-1665)

『大宇宙の調和』(1660) 反転
黄道座標『キリスト教天球図』(1708)

ゲオルグ・アインマルト (1638-1705)

『天球図』(1705)
Georg C. Eimmart（独） 反転

黄道座標

ド・ラ・イール (1640-1718)

『天球図』(1705)
Philippe de La Hire (仏) 正像

黄道座標

マテウス・ゾィッター (1678-1756)

『天球図』(1730)
Mattheus Seutter（独） 反転

黄道座標

正像，赤道座標

Johann E. Bode（独）
ヨハン・ボーデ (1747-1826)

『ウラノグラフィア』(1801) 正像

Alexander Jamieson（英）
アレクサンダー・ジェイミソン (1782-1850)

『星図』(1822)　正像

Elijah H. Burritt（米）
イライジャ・バリット (1794-1838)

『宇宙の地理学』(1833)　正像

アレッサンドロ・ピッコロミニ (1508-79) 
Alessandro Piccolomini（伊）
  『星図』(1540)

カスパル・フォペル (1511-61) 
Caspar Vopel （独）

【現代 1星座】天球儀 1536
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ヨハン・ドッペルマイヤー(1671-1750)

『コペルニクスの体系の概略』(1707)
『天文学入門』(1708)

『新編星図（最新天文図帳）』(1742)

Johann G Doppelmayr (独)

正像，赤道座標南天図 (1730)

反転，黄道座標

レメット・バッカー (? - ?)

『天球図』(1792)
Remmet T. Backer（蘭）

方形

図
録
1995

図
録
1995

天球図
（正像）

ヨハン・ショーバッハ (1764-1849)

『星々の配置』(1795)
Johann Schaubach（独）

南半球 9800星

正像
黄道座標

『南天恒星図』(1763)

William Croswell（米）
ウィリアム・クロスウェル (1760-1834)

『メルカトル星図』(1810)　反転，方図

Joan Blaeu（蘭）
  新地球全図(1648)

司馬江漢

高橋景保

反転，黄道座標

ペトルス・プランシウス(1552-1622)

ヨハン・ブラウ (1596-1673)

ヨドクス・ホンディウス(1563-1612)

ウィレム・ブラウ（1571-1638）

フレデリック・デ・ウィット (1629-1706)

Petrus Apianus（独）
『天文学教科書』(1540)

反転
黄道座標

ペトルス・アピアヌス(1495-1552)

● 日本・中国・韓国での星座図の系譜 
　江戸時代前半は，中国からの文献が唯一の情報として使われました．江戸時代の後半には，西洋の情報が中国経由と蘭書経由の
2つのルートからもたらされます．西洋の星座図にはじめて触れた司馬江漢は，中国星座との違いにカルチャーショックを受けて
います．そして，苦労して反転星図を描きました．
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渋川春海 (1639-1715)

中国

日本 （中国系星図）

『天文分野之圖』(1677)

保井昔尹・渋川春海
『天文成象』(1699)

『天文瓊統』(1702)

高森觀好

『天文圖解撥揮』(1693)
中根元圭

『暦算全書訓譯』(1726-)

井口常範
『天文図解』衆星図 (1689)

苗村丈伯
『古暦便覧備考』星図 (1692)

入江脩敬 『天経或問註解』星図(1750)

長久保赤水
『天象管闚鈔』星図　(1774)

高橋景保
『星座之圖』(1802)

山路主住
『星図歩天歌』(1824?)

『欽定儀象考成』(1752)

『新法歩天歌』(1862)

『歩天歌』(６c)

『天文星象圖解』(1824)

『改正 天文図説』

渋川景佑他『寛政暦書』 (1844) 

高橋至時、間重富他筆，
渋川景佑編 『星学手簡』

高柳信行他編 渋川景佑序
『分野星図』 (1849)

石坂常堅
『方円星図』(1826)

『新制天地二球法記』(1793)

『天文星象圖』

『星学図彙』(1871)

『星学須知』渋川佑賢

J. F.W. Herschel『天文学概論』(1833)

侯失勒著 偉烈亜力訳
『談天』(1859)

I. Koegler(戴進賢)他編

『儀象考成続編』(1845)

300星座3083星1744年分点

観測後，数十の星を追加

伊能忠誨
『恒星全圖』
『大方星圖』
『小方円星圖』

『赤道北恒星圖』
『赤道南恒星圖』

中
村
萩
原
20

05

『天象列次之圖』(1670)

61星座308星を追加

『新儀象法要』(1086-93)蘇頌

『三垣列舎宿去極集』(13-14c，元星表)
1379星，位置記入741星

『降福寺正覚殿藻井星図』
   (1453頃，明天井図)

『明江蘇常熟石刻天文図』(1506)

『麟祥院天文図』(16c)

『天象列次分野之図』
　　(再刻1687)

⭐天文観測【郭守敬 1280-1316?】

⭐天文観測【元豊年間1078-85】

⭐天文観測【京都】

⭐天文観測【江戸】
神宮天球儀 (1690)

渋川春海

竹迫
20
18

竹
迫
20

18

『格子月進図』
  (平安期写本)

キトラ天文図(700頃)

敦煌天文図 (800頃)

竹迫2022
900頃

632?
竹迫2022

『格子月進図』
  (鎌倉期写本)

『渾天壱統星象全図』(1822)雲游散人

『渾天壱統星象全図』(1826)
楊懐義　銭泳

宮島1999

『天象北星之図』(1698)
『天象南星之図』(1698)

『天文大成管窺輯要』(1653)黄鼎

馬場信武
『初学天文指南』(1706)

361星座1770星

同志社大蔵 天球儀(1701)

京都大将軍八神社蔵 天球儀 (1673)

宮島1999

F. Verbiest (南懐仁)
『霊台儀象志』(1674)

宝暦暦(1755) 寛政暦(1798) 天保暦(1844) 

司馬江漢
『天球図』(1796)

日本 （天象図系星図）

日本 （中国古代星図）

259星座1129星/星表1876星 3260星

『星経』(BC4c)石氏

『和漢三才図会』(1712)
寺島良安

不明『四書引蒙略図解』
  星図(1653)

高橋至時 渋川景佑土御門泰邦
貞享暦 (1684) 

渋川春海

岩橋善兵衛
『平天儀図解』(1802)

『和蘭天説』(1796)

神田孟恪

『Illustrated Astronomy』(1845?)A. Smith

安倍晴親他

本木良永

(1825)

『星座之圖』(1813)

日本 （蘭学系星図）

中国の天文書
中国経由の西洋書

『歩天歌』(1760?)

246星，位置記入1281星

王錫闡『暦説』『暁菴新法』
梅文鼎『梅氏叢書輯要』『暦算全書』

渡辺1987

『暦象考成』後編 (1742)
『暦象考成』上下編(1723)
何国宗・梅穀成

『Astronomia of Sterrekunde』 (1780)
J.J. Lalande著  A.B. Strabbe蘭訳

高橋至時
『ラランデ暦書管見』(1803)

八分儀，六分儀
　はじめて輸入 (1796頃)

1739星

『紅毛天地二図贅説』(1727)
北島見信

『日東通暦』(1732)
杉村長郡

松永良弼 『天経或問発揮』(1735)
土御門泰邦『天経或問正義』(1737)

西村遠理『天経或問注解』(1771)

『赤道北恒星圖』
『赤道南恒星圖』

土御門家に秘蔵？

山本格安
『星名考』(1744)

渡辺
19
87

松下見林
『運気論奥』

渡辺1987

原 長常『天文経緯問答和解抄』星図(1779)
不明

日本初の刊行星図

『天球図説』(1835)古筆了材

渡
辺
1987

刊行

三浦梅園 星図《円2》

《方》

《円》

《方》

《方/円2》

《方》

《円回転》

《円》

《円》

《方》

《円》

《円》
《円》
《円》

《方》

《円》

《円》

《円》

《方/円》

《方》
《円》

W.J. Blaeu
『Tweevoudigh Onderwijs van de 
   Hemelsche en Aerdsche Globen』(1666)

西洋の星図

『Gronden der Starrenkunde』 (1770)
G.Adams 著 J. Ploos蘭訳 

《円》

《円》

《方/円》

《円》

《円》

《円》
《円》

《円》

福井県瀧谷寺所蔵「天之図」
331星官，1554星

74星座，350星

《方/円》

366星

『三才図会』(1609)王圻 《円》

『格子月進図』(626-649)
283星座，1464星

⭐天文観測【1744】

《円》

中国(宣教師以降)

竹迫2018

渡辺1987

渡辺
19
87

渡
辺
19

87

宣明暦（862）

朝野北水

時憲暦(1645)授時暦(1281)

J. Hevelius
『Catalogus Stellarum Fixarum』(1687)

1564星 1660年分点T. Brahe
『Astronomiae instauratae 
   progymnasmata』(1602) 777星

『Tabulae Rudolphinae Astronomicae』(1627) 1440星
J. Kepler

C. Ptolemy
『Almagest』(2c) 1028星

E. Halley
南天星表 (1679)

341星 1690年分点

竹迫2023

竹迫
2023

竹迫2023

『Catalogue veters affixarum 
   Longitudes』(1612)

1228星C. Grienberger

竹
迫
2023

宮
島
1999

《円》
『天象列次分野之図』
　　(初刻1395，木版1571)

282星，位置記入1467星

『淳祐石刻天文図』(1247，蘇州天文図)《円》
王致遠

『Uranometria』(1603)
1725星J. Bayer

J. Flamsteed

『Historia Coelestis 
  Britannica』(1725, 1776)

2935星 1690年分点

『両儀集説』(1712)
西川如見

長久保赤水?
『天文成象』(?)《方/円》

『刻白爾天文図解』(1809)

『訓点天経或問』(1730)
西川正休

高松塚古墳天井図(700頃)

Frederik De Wit
『天球図』(1680)

（西洋系星図）

『天象総星之図』《方》

257星座，1339星

川谷薊山『星図』《方/円》

足立信順「由剌奴斯(ユリウス)表」

『事林広記』(13c)陳元靚
『事林広記』(1325，元代刊本)

『事林広記』和刻 (1699)

韓国

宮島1999

《円》

『星座図稿』(1731)

《6等級分け》

《6等級分け》

1166星『天経或問』(1675)
游子六 《円》《6等級言及》

《6等級分け》

《6等級分け》

中村萩原2005

『黄道南北両総星図』

『崇禎暦書』(1631-37)

徐光啓
⭐天文観測 【1628】
『赤道南北両総星図』(1634)

星図1812星/星表1362星

+A.Schall (湯若望)

《円》《6等級分け》
『黄道両総星図』『恒星経緯表』

　アルブレヒト・デューラーによる天球図（1515年）
の部分．米国ナショナル・ギャラリー所蔵．反転星図で
あり，北天図の周囲には，右上から時計回りにプトレマ
イオス，天文学者アル・スーフィー，占星術者マルク
ス・マニリウス，詩人アラトスが描かれている．

　司馬江漢による天球図（1796年）．反転星図であ
り，南天図・北天図とも中心は黄極．

　西洋の星座が「禽獣人物異形」でなされていること，
黄道の星を十二宮と名付けていることと日本での二十八
宿が対応することが，新事実として解説されている．そ
して，中国星座名に西洋の星座絵を重ねて描いている．

和蘭天球ノ圖ハ彼國ノ法二〆 
禽獣人物異形ヲ以テ星ノ名トス 
各其名目アルト雖　 
彼國ノ辞ニシテ啻十二宮ノ名ノミヲ訳セリ

（画像は文化遺産オンラインより）

（印刷博物館図録よりスキャン）

詳しくはこちら．真貝寿明， 
大阪工業大学紀要69 (2024) 1 （大阪工業大学 真貝寿明） 


